
 

臨整外・46巻9号・2011年9月 883

会 期：2011年11月12日(土)・13日(日)
会 場：パシフィコ横浜会議センター(〒220-0012横浜市西区みなとみらい1-1-1)
会 長：齋藤 知行(横浜市立大学大学院医学研究科運動器病態学(整形外科)教授)
テ ー マ：関節病学のさらなる進歩を目指して
ホームページ：http://www.jsjd39.jp/
プログラム：特別講演：勝呂 徹(東邦大学 整形外科)

教育セミナー：石ヶ坪 良明(横浜市立大学 リウマチ・血液・感染症内科)
横田 俊平(横浜市立大学 小児科)

会長推薦臨床実践講座
シンポジウム：関節病の画像診断の進歩を目指して

生物学的製剤導入とRAの手術

TKAの成績向上を目指して
股関節骨切り術の成績向上を目指して

OAの分子生物学的アプローチから再生治療まで
運動器疾患の予防をめざして

RAに対する生物学的製剤の使い分け
パネルディスカッション：

FAIの診断と治療
メタルオンメタルTHAの成績と今後の展望

OA治療におけるバイオメカニクスの応用と問題点
インプラント感染の診断と治療の最新知見

RA手指変形に対する手術
生物学的製剤のRA骨・関節組織への影響
膝OAに対する高位脛骨骨切り術
膝骨壊死の病態と治療
長期成績から見たRA脊椎手術の問題点
手・肘関節鏡を用いた最小侵襲手術
手根不安定症特に舟状月状骨解離の治療戦略

参 加 費：会員・非会員医師：12,000円 研修医：6,000円 コメディカル：3,000円
主 催：第39回日本関節病学会 事務局

横浜市立大学医学部整形外科内 担当：稲葉 裕
〒236-0004神奈川県横浜市金沢区福浦3-9

TEL：045-787-2655 FAX：045-781-7922
お問い合せ先：第39回日本関節病学会 運営事務局

株式会社JTBコミュニケーションズ コンベンション事業局内
〒141-8657東京都品川区上大崎2-24-9 アイケイビル3階

TEL：03-5434-8759 FAX：03-5434-8694 E-mail：jsjd39＠jtbcom.co.jp

第39回日本関節病学会INFORMATION
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